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聖公会一 ローマ ・カ トリック教会

第2次 国際 委 員会 （ARCIIC一 皿）共 同議 長 の声 明

われわれ はここに、国際委員会の 「ユーカ リス トと奉仕職 に関す る

合意文書」’の特定の問題点の明示 と、 これへの回答 として、教皇庁 キ

リス ト教一致推進評議会議長 キャシデ ィ枢機卿か ら受 け取 った書簡 を

公表す る。 これ らは国際委員会の成果 とその受容 とい う面で、極 めて

重要 な意義 をもつ ものであることを示 している。 したがって、その背

景 をいま一度考 えて もらうように、2，3の 言葉 を添 える。

1981年9月 、英国の ウ ィンザ ーでの第1次 国際委員会最終 会合で 、

当委員会の第1期 の作業 は一つの結論 を出すところまで来た。 これ を

示すのが、1982年 に発表 された第1次 委員会の諸合意文書 と説明のす

べてを含む 『最終報告』である。この委員会のとった方法は最初か ら、

1966年 のカ ンタベ リー大主教 マイケル ・ラムゼイとローマ教皇パウロ

6世 の共同声明によって定め られた ものであった。同声明は 「真剣 な

対話」について語 り、それが 「福音書 と古代の共通の諸伝統に基づ き、

キ リス トの祈 られた真理 における一致へ と導 くことを希望」 している。

この方法 は国際委員会の理解 では、「過去の論争でで きあがった対立

し孤立 した姿勢の背後 にある もの にさかのぼるよ うに努力」 し、そ し

て 「過去の論争で使 われた用語 を故意 に避 けたが、それはそれ らの論

争 を引 き起 こした真の問題 を回避 しよ うとい う意図か らではな く、そ

の ような用語の もつ感情 的な連想 が しば しば真理 をくらま して きた と

い う理由か ら」であった （教会 における権威 工・25）。教皇 ヨハ ネ ・パ

ウロ2世 は1980年 、カステル ガン ドル フォで国際委員会の委員たちを

謁見 した とき、国際委員会 の方法 は 「敵意 と論争が生み育てた思考習

慣 と表現の背後 にあるものに さかのぼ り、その上 に、 もはや争いを誇

りとしない時代の洞察 か ら来 る、伝統的で しか も表現力 に富 む言葉の

衣 を着せ ること」であった と述べた。

この方法 に忠実に従 い、共 同の祈 りの うちに、長 い、忍耐強い、愛

に欠けることのない対話が続 けられ 、これ を通 して国際委員会 は、「ユ

ーカ リス トの教理 について
、実質的な合意に達 し」（ユ ーカ リス トの教
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理12） 、 また同様 に、叙任 による奉仕職 について 「教理上の相違 があ

ってはな らない と考 えられ る」領域での同意 が得 られた （奉仕職 と聖

職叙任17） と主張 した。国際委員会 にとって実質 的合意 とは、「神学

上 ならび に実践上の相違 が、 … … 信仰の基本的 なことが らに関す る

真の共通理解 と共存 し得 る」 （ユーカ リス トの教理 解明9） ことを意味

している。

国際委員会 は、権威 についてのその合意が上記の もの とまった く同

じレベル にあると主張 したことは決 して なか った。 ここでの主張 は、

意義 は深 いが、 もっと限定 され たもので あ り ： 「「教会における権威 、

ことに首位権の基礎的諸原則 に関す る』合意が大幅な もの」 （『最終報

告』の前書 き） に達 した とい うものであった。教皇 の首位権 と不可謬

性 にかかわ る特殊 な諸問題 を慎重 に検討 した後、国際委員会 は、それ

以前 の諸合 意 を考慮 に入れて、「われわれの教会間の新 しい関係 を樹

立す ることを求める」 と思 える 「接近」 （『最終報告』の結び）があっ

た とした。双方 の教会は当委員会 に対 して、権威 に関する重要不可欠

の諸課題 に引 き続 き取 り組むように求めた。

最初 か ら当委員会 は、その合意 が、「それ ぞれの教会が時間 をかけ

て評価 した上でなければ」（ユーカ リス トの教理 共 同議長 による序文）、

公式に承認 され得ないことを認めていた。 したがって、国際委員会の

諸 合意 は、ある過程 が終了 したことを意味す るものではない。対話 は

む しろ、問題 を進んで提起す るだけではな く、提起 を受 け入れ る姿勢

を含むのである。事実、公式評価のために諸合意 を報告 したことによ

って、和解 を求 める歩み はさらに決定的な段階に足 を踏み入れ ること

になった。その間に両教会の適切な権威筋 が、それぞれの信仰 と実践

に照 らして、当委員会の諸合意 が適切 かど うか を検討す ることが求め

られたのである。

聖公会側では、1988年 の ランベス会議 が この過程 の決定的な一歩 を

踏 み出 した。会議 に先立 って聖公会の中央協議会 は、その諸管区のす

べて に対 して、ユー カ リス トと奉仕職 と聖職叙任 につ いての同意 が

「聖 公会の信仰 と実質的 に合致す る」か どうかを尋ねた。諸管区に尋

ね 、こうして中央協議会 は、ランベス会議の主教たちが 「判断を下 し、

同意 を表明できるよ うに」（ACCNewcastle1981） 、公式手続 きを開始 し
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たのであった。諸管区の回答 はランベス会議の準備のために公式 に集

計 され、要約 され、発表 された。諸管区がこうした合意 に 「明瞭 に賛

成」 した ことを知 った上で、ランベス会議は、「ユーカ リス トの教理 、

奉仕職 と聖職叙任 およびそれ らの解明についての第1次 国際委員会 の

合意声明 を、実質的 に聖公会の信仰 と相容れるもの として」認 めるこ

ととなった （決議8お よび 説明のための注）。

カ トリック教会 は、広 く意 見 を求 め真剣 に検討 した後 、1991年 に

『最終報告』への回答 を作成 した。回答は国際委員会の作業 を、「カ ト

リック教会 と聖公会の間の関係 だけではな く、エキュメニズム運動全

体 に とって も、意義 の あ る道 標」 と して極 めて積極 的 に受 け止 め 、

「この委員会が作業 を始め るまで は想像 もで きなか ったほ どの接近 、

それ どころか合意」 に達 したことを認 めた。それ と同時 に、「実質 的

な合意」 が主張 され るユーカ リス トと奉仕職 と聖職叙任 についての作

業に関 して、「カ トリックの観点か らはさらに明示 され る必要がある」

具体的な諸点を挙げたのである。
この要望 に対す る国際委員会 の回答 は、『ユーカ リス トと奉仕職 に

関す る合 意文書の特 定の問題 点の明示』 に含 まれてい る。 こ うした

『明示 』 は、 もちろん以前 の同意 を前提 に読 まなけれ ばな らない し、

さもない と取 り扱われた問題 との釣 り合 いが取れていないと思 えるで

あろ う。 『明示』 は、それ を求 めた （ローマ ・カ トリックの）権威筋

の検討にゆだね られた。本文 をここに再掲 し、 これにキ ャシデ ィ枢機

卿か らわれわれ国際委員会共同議長 に対 して書簡で伝 えられ た評価 を

添 えた。国際委員会の明示 は、枢機卿 が述べてい るよ うに、 「まさに

問題 に新 しい光 を投 じ、第1次 国際委員会がユーカ リス トと奉仕職 に

つ いて到達 した合意が、 こうして大 いに強化 され、現時点で はこれ以

上 の研究 を必要 としない と思われ る」 と判断 されてい ることが明らか

になるで あろ う。 これ らの明示 と枢機卿の書簡 は、ユーカ リス トにつ

いての国際委員会の合意 の受容 と奉仕職の理解の面で、極 めて重要 な

要素 となってい る。 しか しよ く知 られているよ うに、 ローマ ・カ トリ

ック教会 と聖公会の間には、女性 の司祭職への叙任 について見過 ごす

ことのできない不一致が残 っている。

われわれの希望 は、 この受容への前進の一歩が両教会 を助 けて、国
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際 委員会 が表 明 し、い ま明示 した事柄が、 われわれ それぞれの信仰

と実践 につ いての合意 をまさに表現 してい ると認 め るに至 ることで

ある。まだ討議 しなければな らない ことがた くさん残 ってはい るが、

ユ ーカ リス トの教理 、奉仕 職お よび叙任 とい う重大 な問題 につ いて

到達 した合意 は、よ り完全 な交わ りを目指 してわれ われ が成 長 して

い く重要 な段階 を形作 ってい る。われわれ は、今 や一層決定的 な も

の となった この合意 が、われわれ二教会 が求 めてや まない完 全 な 目

に見 える一致への道 に横 たわ る他の諸 困難iを克服す る励 ま しとな る

ことを希望 し祈 っている。

十 マ ー ク サ ンター

十 コル マ ック マ ー フ ィー一オ コ ンナ ー

（第2次 国 際 委 員 会 共 同議 長 ）
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第1次 国際委員会 （ARCIC－1）の

ユーカ リス トと奉仕職 に関する合意文書の

特定の問題点の明示

この文書の中で、われわれ は、国際委員会 『最終報告』 （1982） に

対す る1991年 の聖座の回答で出 され た、ユー一カ リス トと叙任 による奉

仕職 にかかわるい くつ かの疑念 （CTSDO609） に答 えようと思 う。 あ

の回答 の中で言 われていること一 「これがさらに研究 を深める刺激 と

して役立つ」 もの とな り得 ることが、われわれに勇気 を与えるのであ

る。

委員会が出発点 としたのは、ローマ ・カ トリック教会の二つの公式

声明であった。その一つは第2バ チカン公会議開会の ときの教皇 ヨハ ・

ネ23世 の訓話である。教皇 はこう語 ってい る ： 「信仰の遺産 となって

い る古来の教 えの実質 と、それ を表示す る方法 とは同 じではない」1。

い ま一つ は 『エキュメニズム教令』の17節 で あって、東方 と西方につ

いて語 る中に次 の言葉が ある ： 「… … 啓示 された秘義の ある面が、

ときには一方 よりも他方 によって より適切 に理解 され、より明 らかに

説明 され る… … したがって このよ うなときには、それ らの種 々の神

学的表現形式は、 しば しば互 いに対立す るよ りもむ しろ補足 し合 うと

言 うべ きである」。 この考 えは 『カ トリック教会の カテキズム』 （1992）

で も是認 された。教会は 「文化、社会、人間が さま ざまに異 なるとこ

ろで も根 を下 ろすが、その とき、世界のそれぞれの場所 で、外的には

異なった表現 と表情 を身 に着 ける。それぞれの地域 の教会に固有の外

的規制、典礼 の儀式、神学 と霊性の遺産 の豊 かな多様性 は、それぞれ

の間で調和 を保 ち、よりはっきりと、一致 を崩 さない教会の公同性 を

示 している」。ユーカ リス トと奉仕職の検討 を進 める うちに、われわ

注1． この引 用 は教 皇 ヨハ ネ23世 の イタ リア語 テ キス トに よる。翻訳 され た公式

の ラテ ン語 テ キス トで は こ うな って い る。 「とい うの は、信仰 の遺 産 、あ るい

はわ れわれ の尊 い教理 に含 まれ てい る諸真理 と、それ らが表現 され る方 法 とは

同 じでは ない。 しか し、同 じ意義 、 また同 じ意味 で表現 され て いるの で あ る。」
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れ は表現 と実践の多様性 の奥 に深 い調和 が潜んで いるの を見いだ し

た。 この調和は、真理の ある要素 が一つの伝統 の中で他 よ りも強調 さ

れ るときに崩れ るものではない。ほかの伝統 の中で も、だか らといっ

て、その要素が否定 され るのではない。後で明 らかにす るように、ま

さにこれがユーカ リス トの崇敬の場合である。

ユ ー カ リス ト

『最終報告』に対す る聖座の回答 は、ユ ーカ リス トの教理 について

の声明の主 旨は承認 しなが ら、次の諸点の説明を求めてい る ：

a） ユーカ リス トの記念 と、 これが秘跡的に臨在 させ る一度 き りの カ

ル ヴァ リの犠牲 との本質的なつ なが り。

b） 「ユーカ リス トの犠牲 にはあがない とな るとい う本性 があり、死者

に も有効 であること」。その回答 は 「カ トリックに とっては、教会全

体 とい う場合 、死者 も含 まれていなければな らない」 ことを強調す

る。聖公会が これ と見解 をともにす るとい う保証 が欲 しい ように思

われる。

c） 「パ ンとぶどう酒の形色の もとに、これ らの地上的な リア リテ ィが、

キ リス トのか らだ と血 、霊魂 と神性の リア リテ ィに変化するとき」、

キ リス トがサクラメン ト的に、また実質的 に確か に臨在 してい ると

い うこと。

d） 保存 されているサクラメン トの うちのキ リス トの崇拝。

聖座の回答 は、当委員会の人々が 「明 らかに歴 史の中での犠牲の繰

り返 しではない とした上 で、ユーカ リス トはサクラメン トの意味での

犠牲であること」 をともに認め ることがで きたので、カ トリック教会

は喜んでい ると述べている。当委員会の考 えで は、キ リス トの歴 史の

中でただ一度だけの犠牲 に効果的に近づ くことがで きるように、これ

を臨在 させ るとい うことは、必ず しもその繰 り返 しを伴 うとい うこと

ではない。 この ことに照 らして当委員会 は、ユーカ リス トは真 に犠牲

で ある、 しか しサクラメン トの様態 においてで あると信 じることは、
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われわれ両教会のユ ーカ リス トの信仰 の一部で あると断言す る。「ユ

ーカ リス トの教理」の 「解 明」5で 表明 したように
、「ただ一度行われ

永久 に有効な救いので きごとが聖霊の働 きによって現在効果 をもた ら

す とい う、サクラメン トの現実 に対す る伝統的理解 が、アナムネシス

とい う言葉でよく表現 され てい ると本委員会 は考 えている。本委員会

はアナムネシスとい う語 をこのような意味で用いている。この意味は、

この用語の セム族的背景 を十分に生か してい ると思 われ る。 さらに、

この言葉 によって、われわれ はサクラメン トが現実的な ものであると

い う強い確信 を表 し、サクラメン トを単 なる象徴 とみなす考 え方 を斥

けることがで きるのである」。

われわれがカル ヴ ァリでのキ リス トの死 を犠牲 として語 るとき、キ

リス トの自己奉献の本質 を説明す る助 け となる用語、 あの自己奉献の

意義のすべてを言い尽 くして はいない一つの用語 を用いているのであ

る。 しか しながらこの用語 は、キ リス トの死の持つ独 自のあがない と

しての性格 と固 く結 ばれ、キ リス ト教の伝統 にとっての規範 を表す も

の となった。 この あがないの犠牲 という考 え方 は、聖公会の諸教会の

古典的なユーカ リス トの典礼でははっきりと強調 されてお り （たとえ

ば、英国聖公会祈祷書，1662）、そこではSursumCordaの 直前の言葉｛こ、

つね に1ヨ ハ ネ2：1，2「たとえ罪 を犯 して も、御父の もとに弁護者 、正

しい方 、イエ ス ・キ リス トがお られ ます。 この方 こそ、私 たちの罪 を

償 ういけにえ （新共同訳 による。英文はthepropitiationforoursins一 私

たちの罪のあがない）です」 が含 まれている。そ して聖別の言葉が始

まる ：

「私た ちの天の父 、全能の神 よ、 あなたは、ご自分の優 しい憐れみか

ら、私たちをあがな うために、十字架の上で亡 くなられたひ とり子 イ

エ ス ・キ リス トを与 えられ ました。キ リス トはそ こで （ただ一度お捧

げになったご自身で あるただ一つの ご自分の供 え物 によって）全世界

の罪のために、欠けるところのない完全で十分な犠牲 、供 え物 、また

償 い とな さいま した ；そ して、ご自分が再び来 られるまで続 く、ご自

分の貴重 な死の記念 をはっ きりとお定めにな り、 ご自分の聖 なる福音

の中で、私 たちが続 けて行 くようお命 じにな りま した ・… 。」
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同 じように、ユーカリス トの あがないの面 は 『最終報告』で も明確

で あって、ユーカリス トを通 し 「十字架上のキ リス トの償いの働 きは

告知 され、効果 をもた らす もの」 とな り、教会は 「教会全体のために、

彼 の受難の恩典 を懇願」 し続 けるのである。 これは、 まさに聖公会典

礼 の中のユーカ リス トの行いの核心部分において、古典 において も現

代 の典礼 において も肯定 されていることである （た とえば、英国聖公

会祈祷書，1662） ：

「おお、主 、天の父 よ、主の深 い憐れみによって、 しもべ らの この感

謝賛美のいけに えをお受 け下 さるよう伏 してお願 いいた します。 どう

かみ子イエス ・キ リス トのい さおと死によ り、 またその御血 を信 じる

ことを通 して、わた したちおよび あなたの全公会のすべてに罪の赦 し

を与 え、そ して、み子の苦 しみによ りもろもろのめ ぐみ を与 えて くだ

さい。」2。

「あなたの全公会のすべて」 は、 その前 にあるニケア信条の対応 す

る箇条、「私 は唯一の、聖、公 、また使徒 の教会 を信 じ ・… 死者

の復活 と来たるべ き世のいのちを信 じます」 に照 らして理解 しなけれ

ばな らない。 この理由で、世 を去 った信者の記念は、過去 と現在の聖

公会 のユ ー カ リス トの 中で、取 り成 しの一部 で あ り続 けたので ある （英

国教会 のAltemativeServiceBook，1980，328頁 以 下 、834頁 以 下 、936

頁 以 下 に あ る、 葬 送 式 と世 を去 っ た信者 の記念 で のユ ー カ リス トの た

注2． ユ ーカ リス トと結 びつ い たあが ない とい う言葉 の使 用例 は、17世 紀 の ジェ
・レ ミー ・テ ー ラーの著 作 に認 め られ る

。 「この犠 牲 の執 行 は、 それ が最初 に意

図 され た あ らゆ る 目的 に等 しく適 った固有 の犠牲 と させ る手 段 で あ る とい う

こ とが それ に続 いて生 ず る。 それ は聖職 に よ って 行 われ るの で、有 効 な もの

と され るあが な いの手 段 で ある。 す なわ ち それ はユ ー カ リス ト的 で あ り、 し
た が って畏敬 と賛 美 の行 為 で あ り、 かつ また今 行 われ る有 効 な もの とされ る

犠 牲 の恩 恵 のす べ て を求 め、か つ われ わ れ と全教 会 の た め に受 け る ことに な

るの で あ る。す なわ ち 、 この礼 拝 はキ リス トの犠 牲 の 記念 で あ り聖 職 に よ っ

て執行 され るの で、神 を讃 え、赦 しや祝 福 また必 要 なす べ てが 与 え られ る こ

とを祈願 す るよ う定 め られ てい るので あ る。」 （DiscourseXIX ，4）
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めの典礼面の取 り扱い も参照）。

聖座 の回答 は、キ リス トの臨在 についてのわれわれの合意 を喜んで

認 めてい る ： 「ユーカ リス トの祈 りを唱 える前 には、『これ は何 か』

とい う質問 に対 し、信仰者 は 『これはパ ンで ある』 と答 える。ユーカ

リス トの祈 りが唱 えられた あとで は、同 じ質問に対 し信仰者 は 『これ

は真実 にキ リス トの体 、生命のパ ンで あると答 えるので ある」。 （ユ ー

カ リス トの教理 解 明6）。回答 はまた 「ユ ーカ リス トが 『（ご自分の）

教会 に対する主 ご自身の真実の賜物 』（ユーカリス トの教理8） であ り、

またパ ンとぶ どう酒 がキ リス トのか らだ と血に 『なる』 （ユ ーカ リス

トの教理 解明6） とい う断言 は、確 かにカ トリック信仰の線 に則 して

解釈で きる」 ことを認めてい る。回答が求めているの はただ、臨在 の

仕方 について何の あいまい さも残 らない ように、何 らかの明示 をす る

とい うことであった。回答 は、パ ンとぶ どう酒 とい う地上的な現実が

「キ リス トのか らだと血 、霊魂 と神性 とい う現実」 に変 わることを問

題 としている。委員会 は準備の段階で、カ トリック教会のカテキズ ム

（1992） （No．1376）で も繰 り返 している トリエ ン ト公会議の定義 （DS

1642，1652） を慎重 に検討 した。 トリエ ン トの公会議は、キ リス トの霊

魂 と神性 が、そのか らだと血 とともにユ ーカ リス トの中に臨在 してい

ると述べて はいるが、地上のパ ンとぶ どう酒の現実 がキ リス トの霊魂

と神性 に変換す ることについて は語 ってはいない （DS1651） 。霊魂の

臨在 は自然 に伴 うことであり、神性 は位格的結合の力 による。回答 は、

キ リス トの 「実体的 な」臨在 について語 り、これ を素材 （パ ンとぶ ど

う酒 ）の中での実体的な変化の結果 としている。委員会 は、実体変化

についての脚注 によって、「神 がユ ーカ リス トの中で働 き、素材 の内

的現実 に変化 を起 こし」 ・… ・・また、神秘 的な、根本的な変化が起 こ

るとい う信仰 を、何 ら無視 していないことを明 らかに したので ある。

パ ウロ6世 は 『ミステ リウム フィデイ』 （AAS57，1965） の中で、実体

変化が表そ うとしていることを保 ち、反映 しているか ぎり、新 しい言

葉 が用い られた としてもこの変化 を表現す る目新 しい道 が認 め られ る

ことを否定 しなかった。これがわれわれの取 り上 げ方法 であった。『最

終報告』はいろいろな箇所で、パ ンとぶ どう酒の中に生 きているキ リ

ス トが真 に、また現実 に臨在 していると信 じていることを示唆 してい
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る。実体変化 とい う言葉 は脚注 の 中に しか現れ ないが、 『最終報告 』

は、 トリエ ン ト公会議が、その討議 か ら明 らかである通 り、明 らかに

この用語 を用いて意図 していたことを、表現 しようと望んだ。

祝福 されたサクラメン ト （聖体）の保存 は、病人、臨終 の人、不在

の人の拝領 （陪餐）のために、われわれの両教会で行われている。回

答が表明 していることで、聖公会 とローマ ・カ トリック教会の間には

キ リス トのサク ラメン ト的臨在の礼拝に関す る真の合意が見 られない

のではないか とい う危惧は、慎重に分析 す る必要がある。東方 と西方

の教会の場合 に も見 られ るよ うに、慣習の相違 は必ず しも教理 の相違

を意味 しない。問題はサ クラメン トの保存 にあるのではな く、 これ と

結 ばれた信心、12世 紀以降西方教会でユーカ リス トの典礼の枠外で発

達 した信心 にある。今 日まで こうした信心 は東方教会では行われては

いない。 まさに同様 に、教会の最初 の千年間に も行われていなかった

のである。 しか しなが ら、キ リス トの臨在 に関す る信仰 は東方 も西方

も同 じであった し、今 も同 じままで ある。明 らかなことだが、信仰 と

慣習 との区別が特 に ここに当て はまる。われわれ は、あ る聖公会 の

人 々が、サ クラメン トの真の 目的をあい まいに しないかと心配 し、こ

う した信 心の慣 習に問題 を感 じているとい う事実 を認め る。 しか し、

「われわれがユ ーカ リス トの中で礼拝す るキ リス トは、父 なる神 に栄

光 を帰 したもうキ リス トなのである」 （ユ ーカ リス トの教理 解明8） と

い う力強い断言 は、あの文書の著者 たちの頭 には、キ リス トの臨在 を

否定する気持ちなどあるはず はない こと、 しか もキ リス トのサクラメ

ン ト的臨在の礼拝 と結びっいた信心の慣習に賛成 をためらう人々にす

らない ことを、明 らかに示 している。サクラメン トの保存のための配

慮 は、司牧の状況に したがって聖公会の内部で も見 られ る。たとえば、

英 国聖公会では、教区主教の権限で規制 されている。

1662年 の 『英 国聖公会祈祷書』は、聖別 されたパ ンとぶ どう酒 は恭

しく扱わなければならないとす る、聖公会の歴史が示す教 えを権威 を

もって表現 している。陪餐 （拝領）の後、儀式規定 は、司式者 が 「主の

食卓 に戻 り、恭 しく、聖別 されたパ ンとぶ どう酒の残 りをその上に置
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き、汚 れのない麻布 で覆 う」 と指示 して いる。注記 は さらに 「司祭

は … 祝福の直後、恭 しく、 これ を食べ、また飲み干す」 と述べて

い る。 こうした畏敬の念は聖公会の態度 として定着 してお り、聖なる

陪餐 （聖体拝領）制定の感謝の 日 （聖木曜 日）の特祷 も次 のよ うに祈 っ
’ている ：

「永遠 にい ます全能 の父 よ、 この尊 い聖奥 の うちに、み子 イエス ・キ

リス トの受難 の記念 を残 されたことを、感謝 します。 どうかキ リス ト

の体 と血の聖なる奥義 を畏れ敬 い、あがないの実 を自らの うちに悟 り、

生活 の中に現す ことがで きます ように。父 と聖霊 とともに一体であっ

て世 々に生 きて支配 してお られ るみ子 イエス ・キ リス トによってお願

いいた します。」3

奉仕職と聖職叙任

聖座の回答 は、奉仕職 と聖職叙任 に関 して 「意義深い合意」が得 ら

れた ことを認 めている。これに励 まされて、われわれ はそこで求め ら

れた解明 をしようと思 う。

叙任 による奉仕職 について、回答 は、国際委員会 に対 して、次の断

言 をより明確 に説明するよう求めてい る。

a） 有効 に叙任 された司祭だけが、「キ リス トの名代 として」振 る舞い、
ユーカ リス トの中で、「キ リス トのあがないの犠牲 をサ クラメ ン ト的

に」 ささげる奉仕者 とな り得 る。

b） 新 しい契約 の祭 司職 を付与す る聖職位のサ クラメ ン トの制定 は、

キ リス トに由来す る。それ ぞれの聖職位 は 「単 に教会 が制定 した も

の」ではない。

c） 「司祭叙任の刻印［character］は、キ リス トの祭司職にかたどられてい

注3．AlternativeSerViceBook，1980，929頁 参 照 。

訳 文 は 日本 の 現 行 祈 祷 書 （1990年 ） 聖 木 曜 日特 祷 （214頁 ） よ り
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ることを意味す る。」

d） 司教 （主教）職 の継承 と使徒 の教 えが中断す ることな く続 いてい

ることは、お互 いに原因結果の関係にあるような使徒継承。

国際委員会の合意 にとって、決定的に重要 なの は、叙任 による奉仕

職が教会 の本質的要素で あり、司教 （主教） によって叙任 された司祭

だけがユーカ リス トを司式す るとい うことである （奉仕職 と聖職叙任

解明2） 。『最終報告』は一度な らず、ユーカ リス トの執行が、 （上記の

よ うに）ただ一度 だけ行われた十字架上のキ リス トの御父への 自己奉

献の、サ クラメ ン ト的な記念であると述べている。ユ ーカ リス ト的記

念の執行 において、キ リス トの自己奉献が現前 され る。キ リス トの名

において祭儀 を司式す るのは、叙任 による奉仕者であ り、これ を囲ん

で集 う共同体 はこの 自己奉献 の交わ りに入 る。制定の次第 を語 ること

によ り、 また賜物 と、 これを通 して信者が変化 され るために聖霊 を遣

わ され るよ う、御父に祈 ることによ り、また聖 なるもの とされた これ

らの賜物 を集 まった人 々に配 ることによって、司式す る・奉仕者 は、キ

リス トご自身が最後の晩餐でな さった ことと、特別のサクラメン トに

よる関係 に立 ち、十字架上の主の あがないの犠牲 を指 し示すので ある。

集 まった人々 とともに、 しか し特に自分 に与 えられた教会での役割 を

遂行す ることによって、司式す る者 はキ リス トのサクラメン トとして

の自己奉献 に奉仕す る。

回答 が詳述 し完全な もの とす ることを求 めてい るのは、 まさに今 、

われ われ が確認 して明示 した、キ リス トご自身が聖職叙任 のサクラメ

ン トを制定 したとい う 『最終報告』のその部分につ いてである。聖職

叙任 によ る奉仕者 たちに関 して 『最終報告』は こう述べている ； 「彼

らの召命 がキ リス トか らの ものであるだけで はな く、この ような奉仕

職 を遂行す る資格 も」 （奉仕職 と聖職叙任14） 、教会の中で、教会 を通

じて受 けた 「聖霊の賜物であ る」 （同前）。 この よ うに してかれ らは、

使徒たちがキ リス トか ら直接委託 され たことを遂行する。復活ののち、

聖霊 は使徒 たちのグル ープに、かれ らが委託 された ことを遂行す るた

めに必要な もの を与 えた。かれ らは順次主 に導かれて、協力者 と後継
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者 を選んだ。 この人々は按手 を通 して、教会の奉仕職のための同じ賜

物 を賦与 されるので ある。

こうしてサ クラメ ン トと しての奉仕職 は、神 が進んで意図 した何 も

のかであ り、イエス ・キ リス トの意志 と制定 に由来す る。この ことは、

必ず しもキ リス トが地上の生涯のある時期 に直接、間接 に何か をされ

た とい うことを意味 しない。キ リス トが語 り、行われた として記録 さ

れてい ることと、その内に秘 め られた意図、復活 された後、主の言葉

の うちに、あるいは初期の共 同体 を導 いた聖霊 を通 して見える形 を と

るまでは内に秘 められていた意図 との間に、区別 を設 ける必要がある。

「私は、あなたがたといたときに、これ らの ことを話 した。 しか し、

弁護者、すなわち、父 が私の名によってお遣わ しになる聖霊が、あな

たがたにすべ ての ことを教 え、私が話 したことをことごとく思い出 ざ

せて くださる」 （ヨハ ネ14：25，26）。

『最終報告』には、聖公会の公式文書 （例 えば英国教会の教会法 ，c．1．2）

の うちに見いだ され るサ クラメン トによる 「刻印」 ［character］とい う

概念 を排除す る意図はない。委員会 は、時 として誤 って解釈 された用

語 を用いることな しに、その理念 を保持するほ うが、よ り建設的で あ

ると信 じたので ある。 『最終報告』は、霊 の印 と、奉仕者 たちの賜物

と神 か らの召命が取 り消 し得 ない もので あることとを強調 している。

これが、アウグスチ ヌスが語 り、 トリエ ン トの公会議が取 り上 げ （DS

1767，1774）、『カ トリック教会の カテキズム』（1992） （1582）が教 える

「刻印」の意味である。 こうして 『最終報告』は言 う ：

「このサクラメン トの行為において、神の賜物は奉仕職にある者に授

与 されるが、そこには彼 らの働 きと聖化のための神のめぐみの約束が

伴っている。キリス トの奉仕職は彼 ら自身の奉仕職のための原型とし

て提示 され、また聖霊は自ら選び聖別 した人びとに刻印をしるすので

ある。キ リス トが教会をご自身と不可分に結び合わせ、また神がすべ

ての信仰者を生涯にわたる弟子 として召 しておられるのと全 く同様

に、奉仕職にある者に対する神の賜物と召命は取 り消すことのできな
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い ものであ る。 この理 由で、われわれ両教会 いずれ において も、聖職

叙任 は反復 して行 うことがで きないのである」（奉仕職 と聖職叙任15） 。

聖公会 とローマ ・カ トリックは、使徒伝承 における諸教会の交わ り

が、今 日存在す るすべての教会 だけではなく、最初 の使徒的共同体 に

さかのぼ るすべての過去の教会 も含む とい うことに同意す る。 この交

わ りは使徒の信仰 と使命か ら生 まれ たもので あるが、これ よりもはる

か に多 くの もの を含んでい る。教会のサ クラメ ン トとしての性格 は、

サ クラメ ン トによる連続性 、 とくにユ ーカ リス トの うちに表わ され 、

司教 （主教）との交わ りのうちに具体化す る連続性 を求めている ：

「時空の拡が りのなかで、使命 と信仰 と聖性 において一つの交わ り

に あることは監督 （司教 ・主教）によって この ように象徴 され、保持

されている」 （奉仕職 と聖職叙任16） 。

司教 （主教）の奉仕職の第一の機能 は、信仰 と教 えと使命において、

使徒の教会 との地方教会の連続性 を守 ることで ある。 こうして、各々

の司教 （主教）聖職叙任 は、現代の司教 （主教）たちを使徒の奉仕職 に繋

いでいく継承の線の一部なので ある。われわれ は、まさにこれが 『教会

憲章』が表現 しようと望 んだところであると信 じる ：

「伝承の証言によれば、初めの時から教会の中で実行 されてきたこれ

ら種々の役務 （奉仕職）の中で第一位を占めるのは、起源からの継承

によって続いている使徒の種からのぶどうつるを持つ司教 （主教）職に

立て られた人々の任務である。このように聖 イレネウスが証言 してい

るとおり、使徒たちから司教 （主教）に任命 された人々、およびわれわ

れの時代に至るまでのかれらの後継者を通 して、使徒的伝承が全世界

に表 され、守られている」 （『教会憲章』20）4。

委員会は、その関心は叙任による奉仕職の起源と本質であって、誰

が叙任 され得 るか、され得ないかという問題ではなかったと言明した

（奉仕職 と聖職叙任 解明5）。 しかし、回答は、女性の叙任が、『最終

報告』が到達 したと考 えている奉仕職 と聖職叙任についての実質的合

注4． ラテ ン語原 文

一 一14－ 一



意を蝕んでいるとする。われわれは奉仕職そのものの問題よりもはる

かに大きい課題に直面 しているのである。それは、伝承 とのかかわ り

で、教会論と権威に重大な問題 を提起 している。それは第2次 国際委

員会が検討を委託 された課題の一部でもあるのである。

［1993年9月 ］
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教皇庁キリス ト教一致推進評議会

バチカン市国1995年3月11日

ProtN．1278／94／e

第2次 国 際 委 員会 共 同 議 長

バ ー ミンガムの主教

マーク サ ンター主教様

アランデル ・アン ド・とブライ トンの司教

コロマ ック マーフ ィー ・オコンナー司教様

昨年9月4日 、あなたがたは、その ころベニスで開かれ た第2次 国際

委 員会の会議で検討 され、承認 され た、『ユ ーカ リス トと奉仕職 に関

す る特定 の問題点の明示』 を含 む文書 を私に送 って くだ さいま した。

この文書は聖座の関係省庁の検討 に付 され、これ を終 えました。い

ま私 は、 この明示が、第1次 国際委員会 の 『最終報告』 にある、再検

討 を求め られていたユ ーカ リス トと奉仕職 に関す る諸問題 に、 まさに

新 しい光 を投 じたと、はっきり申し上 げることがで きます。

それゆえ、教皇庁 キ リス ト教一致推進評議会 は、第2次 国際委員会

の委員の方々および第1次 国際委員会の委員 の中で この明示 を準備 し

て くださった方 々に深 く感謝 してお ります。第1次 国際委員会 がユ ー

カ リス トと奉仕職について到達 した合意 は、こうして大 いに強化 され、

現時点ではこれ以上の研究は必要 と しない と思われ ます。

これに関連 して、ただ一つの点 についてご注意 を促すべ きか と存 じ

ます 。それは尊 いサクラメン トの保存 に関す る問題で、特 に 『明示』

の6頁 にある正教会 （および東方典礼のカ トリック教会）の慣行 と聖公

会の それ とを比較 しているところです。正教会 と東方典礼の カ トリッ

クは、尊いサクラメン トの保存 につ いて、極 めてはっきりとした同一

形式の慣 行 を持 っています。保存 されているサクラメン トに関連す る
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信心 については相違があるのですが、保存 されているサクラメン トの

礼拝 は、正教会 とギ リシャのカ トリックのいずれ にとって も、当然の

ことと されてい ます。あの 『明示』 は、このことが聖公会で は、・例外

な しに同 じ形 をとっていると言 うことがで きるとい うことを、はっき

りさせてい るよ うには思 えません。実際 『明示 』は、「サク ラメン ト

の保存 のための措置 は、聖公会の内部で、司牧上の状況 に応 じる形で

見いだ される」、また、「た とえば、英国聖公会では、教区主教の権限

で規制 されてい る」 と述べています。 『最終報告 』に対す る聖座の回

答 が関心 を示 したのは、保存 されているサクラメン トでのキ リス トの

臨在 と結びつ く信心 の問題 についてではなく、保存その ものおよび保

存 されたサクラメン トに対す る姿勢 についての さまざまな聖公会の慣

行が何 を意味す るかについてで した。

第1次 国際委員会 は、取 り扱 ったテーマについて、現在 まで に特記

すべ き合意 に到達 しました。 この合意の意義 と重要性 は、ひ とえに第

2次 国際委員会の作業が進む ことによって、完全 に明 らかになるで し

ょう。 このことは、特 に教会 における権威 を取 り扱っている第1次 国

際委員会の 『最終報告』の第三部 に関連 した未解決の問題の検討 につ

いて言 えるのではないで しょうか。ですか ら第2次 国際委員会 は、で

きるだけ早 くこの問題 に取 り組むべ きではないかと思い ます。

高い評価 と、わた し個人の心 をこめたあいさつの しるしと して、

主 にあって心か らあなたがたの ものである

（一 署名 一）

エ ドワー ド ・イ ドリス ・キ ャシデ ィ 枢機 卿

議長

一17一



聖公会 一 ローマ ・カ トリック教会 日本委員会

「ユーカ リス トと奉仕職に関する合意文書」の

特定の問題点の明示

1997年11月1日 発行

翻 訳 ・編集

聖公会 一 ローマ ・カ トリック教会 日本委員会

発 行者

日本 聖公会

エ キ ュメニズム委 員会

〒162－0805

東 京都新宿区矢来町65－3

日本聖公会管区事務所内

電話 （03）522＆3171

日本 カ トリ ック

エ キ ュ メ ニ ズ ム 委 員 会

〒135－8585

東 京 都 江 東 区 潮 見2－10－10

日本 カ トリ ック会 館 内

電 話 （03）5632－4411

印刷 正明堂 會津印刷所




	20140313「ユーカリストと奉仕職に関する合意文書」の特定の問題点の明示
	ユーカリストと奉仕職に関する合意文書の特定の問題点の明示-24

